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A Study on Basic Dressmaking 



























21. 3本／cm，厚さ0.389mrn，重さ1.263 g: /lOcnf）を使用し，前中心線，後中心線，バストライ
ンにそれぞれ色糸を通して布目を正した。ボディでの試着経緯は表1；写真1・2に表わした。
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表1 パター ンの試作経過
＼ 胸囲のゆとり量 脇ダーツ分量 肩ダーツ分量 試着の結果




2 4 cm 3 cm l.8cm ゆとり量が少なすぎる
裾前上がり
3 5 cm 3 cm l.8cm 
ゆと り量は適当
裾前上がり





















心からウエストライン前中心まで（図 1 ①），後構造線は右肩中心からウエストライ ン後中
心まで （図1一②）とし，ダーツ幅は脇線を引き直した直線上の寸法 （図 l一①），前丈， 後
丈はそれぞれの身頃の最長径 （図1一④，⑤）を取った。前後身頃幅はパターン上の胸囲り寸
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表2 iflJ定項目の平均値・ 標準偏差 ・変動係数
本 学 学 生 N=lOO 19才女子＊
①N=780 
②N=779 




cm cm cm cm 
背 丈 37.73 1.84 4.87 N・S 37.68 
1. 7:} CD 
乳頭位胸岡 83.50 5.26 6.29 p<0.001 81.31 5.00 
下部胸囲 72.69 4.92 6.76 p<0.001 70.75 4.01 ② 
胸の高さ 10.81 1. 91 17.70 
ゆとり量 6.68 1.54 23.11 
前構造 線 40.53 1.81 4.45 
後構造線 41.19 1.88 4.55 
ダー ツ幅 3.48 0.37 10.65 
円lj 丈 40.83 1.94 4.76 
f圭 丈 41.03 1. 97 4.80 
前後身頃幅 90.19 5.66 6.27 
肩 幅 12.66 0.74 5.85 
前肩下がり 4.63 0.65 13.94 


















測定項目 背丈 手L頭位下部胸のゆとり前構後構ダ ツー 前丈後丈前後 肩幅一 前肩後肩胸囲胸囲高さ量造線造線幅 身頃幅 下がり下がり
円ーヰじ 丈 1.0000 
手L頭位胸囲 Io. 3085 1. 0000 
下部胸囲 Io. 2790 o. 9314 1. 0000 
胸の 高さ Io.1305 o.3533 -0.0117 1.0000 
ゆとり量 I0.2006 0.1223 o.1541 -0.0602 1.0000 
前構造線 Io.8739 o.5131 o.4669 o.2096 o.2379 1.0000 
後構造線 Io.9485 o.4502 o.3947 0.2225 0.2229 o.8794 1.0000 
ダーツ幅 I0.2889 o.6187 o.4967 o.4229 0.2510 o.5076 o.4074 1.0000 
目lj 丈 Io.8740 o.4477 o.3988 0.2049 0.2312 o.9510 o.8689 o.5060 1.0000 
後丈I0.9432 0.3617 0.3152 0.1833 0.2070 0.8716 o.附 0.3835 0.8707 1.0000 
＊＊権
前後身頃幅 0.3414 0.9625 0.9075 0.3118 0.3868 0.5417 0.4793 0.6451 0.4791 0.3925 1.0000 
屑 申面 I o.3003 o.5137 o.4876 o.15so 0.2101 o.3670 o.3269 o.3788 o.3627 o.3366 o.5511 1.0000 
前肩下がり I0.2031 0.2232 0.1530 0.2199 o.1642 o.1856 0.2037 o.3334 o.2933 0.2257 0.2522 o.4446 1.0000 
後肩下がり Io.0582 0.0211 0.0031 -0.0664 。山 一0問。。028 0.1759 0.0475 0.山 O附 O叩 0.4655 1.0000 




































く負荷している項目は乳頭位胸囲 （ 0.5374），前後身頃幅（ 0.5284）， 下部胸囲（-0. 5131) 
表4 主成分分析の因子負荷量
39 
















































































































ておりこれは「胸の高さを表わす因子J，第5主成分はゆとり量 （ 0. 7898）が高く負荷して






















0.4477 0.0061 24.0649 0.4189 0.0300 手L頭位胸囲（Xi)
0.3238 0.0155 11. 2440 0.2737 0.0520 丈（X,)
胸の高さ（X,)
前
0.2752 0.0150 7.8686 0.2188 0.0420 
式。帯回0.7002 重 相関係数
Y= 0 .030X1 +0.052X2+0 .042X3-l. 5857 





































































X1，胸の高さ X2，前丈X3の3項目を採択し，脇ダーツ幅をYとした時に Y=O. 03 X 1 + 
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